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資料１ 

広報・ＰＲ活動等について                               

① のりかた教室 

 まちなか循環バス「あべっ車」およびせなみ巡回バス沿線の 3小学校で「バスののりかた教室」

を開催し、公共交通の重要性の講義と安全なバス利用の啓発を行いました。 

・場 所 村上南小学校・村上小学校・瀬波小学校 

・児 童 4年生 

・従事者 村上営業所（松田所長、運転員）、自治振興課（国井、小野寺） 

・内 容 ①バスについての講習 ２０分間 （講師：国井係長） 

       ②バスの乗り方について学習２０分間（講師：松田所長・運転員） 

 

○平成２８年１０月７日（金）村上南小学校にて 

          

○平成２８年１０月１２日（水）村上小学校にて 

           

○平成２８年１０月２５日（火）瀬波小学校にて 
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② イヨボヤバスプロジェクト２０１６「バス車内飾りつけ」 

まちなか循環バス「あべっ車」・せなみ巡回バス車内に沿線小学校（村上南小学校、村上小学校、

瀬波小学校）の 4年生が描いた『鮭』に関する作品を展示しています。また、特典としてバス無料

券及び市内施設無料券の[フリー乗車券]を児童へ発行しました。 

 

【瀬波小学校 4年生の作品】 

  

                                   

【村上小学校 4年生の作品】 

  

 

【フリー乗車券】 
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③ 高速バス利用者調査 

 ７月１２日（火）～８月１２日（金）の１か月間、自治振興課・荒川支所地域振興課・神林支所

地域振興課の３課職員が村上市内の高速バス停（４か所）に立ち、利用者へアンケート調査を行い

ました。 

 下記のとおり「利用目的」の質問では、帰省や家族に会いに行くなど多様な用途でかつ単発的に

利用される【その他】が５１件と最も多い結果となりました。 

二番目には、新潟県立がんセンター新潟病院や新潟大学医歯学総合病院への【通院】利用が４２

件で、つづいて【遊び】・【通勤】・【通学】となりました。 

 以上の結果を踏まえ、１０月からの高速バス廃止に伴い、電車で代替移動し、新潟市内にある４

つの病院（新潟県立がんセンター新潟病院・新潟大学医歯学総合病院・新潟中央病院・新潟万代病

院）へ通院した方に、新潟駅から病院までの路線バス料金、往復４２０円を上限として補助する「村

上市通院費補助金」の制度を９月に創設しました。 

 

調査期間：７月１２日（火）～８月１２日（金）  

アンケート回答数：117名 

 

利用者数 

 村上営業

所前 

長井町 神林支所前 荒川バス

ストップ 

合計 

乗車人数 150 13 27 11 201 

 

利用目的 

通院 通勤 通学 遊び 無回答 その他 合計 

42 5 3 15 1 51 117 

 

降車バス停回答数 

 新潟駅前 万代シティ 古町 新潟市役所 がんセンター 県庁 合計 

人数 22 24 17 12 29 13 117 

 

利用についての意向調査（利便性） 

時間が

便利 

安価 乗車立地

が良い 

降車立地

が良い 

運転が不得意

又は車がない 

電車が苦

手、不便 

その他 合計 

16 1 13 70 12 9 4 125 

                  ※複数回答のため、アンケート総数とは異なる。 

 

利用頻度 

週１回以上 月数回 年数回 合計 

8 40 69 117 
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④山北まちづくり協議会からの回答 

 


